
桑名市消防庁舎等再編整備事業の状況（令和５年４月１日現在） 

 

現在、消防本部の高台移転を含めた消防庁舎の再編を進めています。 

令和 6 年度に完成、令和 7 年度から供用開始を予定しており、現在の大山田地区市民センター周辺エリアに

整備します。 

江場にある現在の消防本部は、県が公表した南海トラフ巨大地震における桑名市の津波被害想定において、2

ｍから 5ｍくらいの津波浸水地域に指定されていることなどが理由で、本部機能を高台に移転する必要性がある

からです。また、大山田分署が老朽化していることもあり、同時に移転を計画しています。 

 再編整備にあたっては、複合化による効率的な施設であることや、市民に開かれた施設であることなどを整備

方針として、消防団詰所や大山田地区市民センター、大山田まちづくり拠点施設、郵便局が入った複合施設とな

る予定です。また、隣接する防災広場には防災ベンチなどが置かれ、災害時にそなえつつ、平時は市民の憩いの

場となります 

令和５年３月に着工した立体駐車場を令和５年 12月に供用開始したのち、消防本部、地区市民センター等の

複合機能を有する本体施設建設に取りかかり、令和６年度中の完成を予定しています。 

 

 

 

 

【工事スケジュール】   

日程 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

工事 4 5 6 7 8 9 1 0 11   12   1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 11 12 1 2 3 4 5 6 7 

本体 

施設 

                            

立体 

駐車場 

                            

防災 

広場 

                            

その他 

                            

※今後の工事の進捗状況により変更する場合があります。 

  

建設工事 
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【整備ゾーン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【完成イメージ図】 

 

 

 

本体施設整備ゾーン 

立体駐車場整備ゾーン 

防災広場整備ゾーン 

※イメージ図は変更する場合があります 


